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（１） 衛生管理 

ア）施設内外の衛生管理 

○ 保育所では、日頃からの清掃や衛生管理を心掛けることが重要である。 

○ 消毒薬の種類と適正な使い方を把握するとともに、その管理を徹底することが重

要である。 

保育所は、多くの子どもたちが一緒に生活する場です。保育所における衛生管理に

ついては、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準（昭和 23 年厚生省令第 63 号）

第 10 条に示されています。感染症の広がりを防ぎ、安全で快適な保育環境を保つた

めに、日頃からの清掃や衛生管理を心掛けましょう。 

また、消毒薬の種類と適正な使い方を把握するとともに、子どもの手の届かない場

所に管理するなど消毒薬の管理を徹底し、安全の確保を図ることが重要です。 

（参照：「別添２ 保育所における消毒の種類と方法」（p.70）） 

施設内外の衛生管理として考えられる主な事項を以下に記載します。 

○保育室 

・日々の清掃で清潔に保つ。ドアノブ、手すり、照明のスイッチ（押しボタン）

等は、水拭きした後、アルコール等による消毒を行うと良い。(糞便や嘔吐物・

排泄物の処理等は塩素系消毒薬(次亜塩素酸ナトリウム・亜塩素酸水)を用いる) 

・季節に合わせた適切な室温や湿度を保ち、換気を行う。加湿器使用時には、水

を毎日交換する。また、エアコンも定期的に清掃する。 

【保育室環境のめやす】 

室温：夏 26～28℃, 冬 20～23℃、湿度：60% 

○手洗い（参照：「＜正しい手洗いの方法＞」（p.14）） 

・食事の前、調乳前、配膳前、トイレの後、おむつ交換後、嘔
おう

吐物処理後等には、

石けんを用いて流水でしっかりと手洗いを行う。 

・手を拭く際には、個人持参のタオルかペーパータオルを用い、タオルの共用は

避ける。個人持参のタオルをタオル掛けに掛ける際には、タオル同士が密着し

ないように間隔を空ける。 

・固形石けんは、１回ずつ個別に使用できる液体石けんと比較して、保管時に不

潔になりやすいことに注意する。また、液体石けんの中身を詰め替える際は、
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残った石けんを使い切り、容器をよく洗い乾燥させてから、新しい石けん液を

詰める。 

 

○おもちゃ 

・直接口に触れる乳児の遊具については、遊具を用いた都度、湯等で洗い流し、

干す。 

・午前・午後とで遊具の交換を行う。 

・適宜、水（湯）洗いや水（湯）拭きを行う。 

 

 

 


